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，や
め
よ
う
よ
“と
言
え
る
勇
気
と
信
頼
関
係

「や
め
よ
う
よ
」

そ
の
一
言
が
　
差
別
を
な
く
す

こ
れ
は
、
第
十
六
回
笠
岡
市
部

落
解
放
文
化
祭
で
展
示
さ
れ
た
中

学
生
の
標
語
で
す
。
今
回
の
文
化

祭
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は

「子
ど
も
た
ち
が
自
分
の
心
を
表

現
し
た
作
品
に
感
動
し
た
」
と
い

う
意
見
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
標
語
の
ほ
か
に
も
、
子
ど

も
た
ち
の
作
品
に
は
、
い
じ
め
や

差
別
に
対
す
る
思
い
が
素
直
に
表

現
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

子
ど
も
の
素
直
な
言
葉
は
、
私

た
ち
が
忘
れ
か
け
て
い
る
、
い
じ

め
や
差
別
に
対
し
て

「や
め
よ
う
よ
」

と
言
え
る
勇
気
の
大
切
さ
を
気
づ

か
せ
て
く
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
子
ど
も
が
大
人
の
社

会
か
ら
受
け
る
影
響
は
大
き
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。
制
度
的
に
は
、

一
九
九
四

（平
成
六
）
年
に

「児
童

の
権
利
に
関
す
る
条
約
」
が
批
准
さ

れ
、
二
〇
〇
〇

（平
成
十
二
）
年
に

「星
一里
虐
待
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
」

が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
大
人
よ
り
も

人
権
を
侵
害
さ
れ
や
す
い
子
ど
も
が

社
会
の
一
員
と
し
て
大
切
に
さ
れ
、

子
ど
も
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会

づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
言
え

る
で
し
ょ
う
。
つ
ま
り
、
子
ど
も
の

健
全
育
成
の
た
め
に
は
、
大
人
の
姿

勢
も
問
わ
れ
て
い
る
の
で
す
。

近
年
は
、
い
じ
め
だ
け
で
な
く
、

児
童
虐
待
な
ど
も
深
刻
な
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
に
は
、

子
ど
も
が
誰
に
も
相
談
で
き
ず
、

大
き
な
悩
み
を

一
人
で
抱
え
て
い

る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
子
ど
も

の
視
点
で
悩
み
を
聞
き
、
よ
く
話

し
合

っ
て
い
け
る
信
頼
関
係
を
、

家
庭
だ
け
で
な
く
地
域
が

一
体
と

な
っ
て
築
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
し
て

「や
め
よ
う
よ
」

友
だ
ち
同
士
、
ま
た
家
庭
で
、

地
域
で
、
そ
の

一
言
が
多
数
派
に

な
れ
ば
、
同
和
問
題
を
は
じ
め
と

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
の
解

決
へ
つ
な
が
る
こ
と
は
間
違
い
あ

り
ま
せ
ん
。

０
茶
道
教
室

毎
月
第

一
・
三

（月
）

午
後
二
時
～
午
後
四
時

０
手
芸
教
室

毎
月
第

一
。
三

（火
）

午
前
九
時
～
十
二
時

０
編
物
数
室

毎
月
第
二

・
四

（水
）

午
後

一
時
半
～
午
後
五
時

０
い
け
ば
な
数
室

毎
週

（金
）

午
後

一
時
～
午
後
二
時
半

０
木
彫
数
室

毎
月
第

一
。
三

（土
）

午
前
九
時
半
～
十
二
時

０
子
ど
も
茶
道
教
室

毎
月
第
二

・
四

（土
）

午
後

一
時
～
午
後
三
時

０
子
ど
も
硬
筆
数
室

毎
週

（土
）

午
前
九
時
～
午
前
十

一
時
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０
第
十
六
回
笠
岡
市
部
落
解
放
文
化
祭
を
振
り
か
え
る

去
る
二
月
二
十
人
日

（金
）
～
二
月
二
日

（日
）
ま
で
の
三
日

間
に
わ
た
り
吉
田
文
化
会
館
等
で
開
催
さ
れ
た
今
回
の
文
化
祭
に
は
、

多
く
の
皆
様
の
ご
来
場
を
い
た
だ
き
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
回
も
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
を
通
じ
て
多
く
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
作
品
、
運
営
、
人
権
啓
発
等
に
つ
い
て
い
た
だ
い
た
貴
重
な
ご
意
見

肺
靴
・

を
、本
ラ
後
の
文
化
祭
、人
権
啓
発
に
生
か
し
て
い
き
ま
す
。

●
各
種
講
座
の
こ
案
内

吉
田
文
化
会
館
で
は
、
同
和
問
題
を
は
じ
め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問

題
の
解
決
を
目
的
と
し
た
交
流
活
動
と
し
て
、
各
種
講
座
を
開
い
て
い
ま
す
。

☆
受
講
を
ご
希
望
の
方
は
、
吉
田
文
化
会
館

（六
五
Ｉ
一
〇
六
九
）
ま
で

ご
連
絡
下
さ
い
。

紙
面
を
充
実
さ
せ
る
た
め
に
、
皆
様
の
ご
意
見
、
ご
感
想
を
お
寄
せ
下
さ
い
。
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